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日本の子どもの学力 
PISA2003 と TIMSS2003 を読み解く 

 

わが国は 20 世紀においては世界でもっとも教育に成功した国でした．それは江戸期に庶民教育とし

て発達した手習い塾あるいは寺子屋の基盤がありましたが，明治時代になっても庶民の教育熱は高いも

のがあり，明治初期に京都では町衆が自分達で学校を

設置するなどの活動があって，わが国の近代教育は発

展の一途をたどりました．それは社会が安定し，経済

も発展する時代において成功した教育でした． 

しかし 21 世紀を迎えてその前提があやしくなって

きています．それは社会が絶えず変動し，さまざまな

背景と経験をもつ多様な人々が教育にかかわり，入学

してくる児童生徒も多様になってきていて，しかもわ

が国は少子化の傾向にあるのですが，そのような状況

に適応できる教育になっているかどうかが問題になっ

ています．情報社会はこれまでの社会とはまったく違

ったものになることが予想されるのですが，これまで

の優等生であった日本の教育制度がうまく機能するの

かどうかは疑問です．しかしこのような事態は日本だ

けの問題ではなく,世界の国々が当面している問題で

もあります． 

昨年暮れにパリに本部のある OECD(経済協力開発機

構)が発表した「生徒の学習到達度調査（PISA）」の 2003

年調査1の結果が公開されました．さらに国際教育到達

度評価学会(IEA)が実施した国際数学・理科教育動向調

査（TIMSS2003）の 2003 年調査2が公開されて，その結

果が話題になっています．この２つの調査のデータを

使用して,わが国が当面している問題を考えてみまし

ょう． 

調査結果のデータから代表的なものだけを選んで，

解析した結果を紹介します．この調査は 15 才の生徒，

わが国では高校１年の生徒の学力を読解力、数学的リ

テラシー、科学的リテラシーを主要 3分野として調査

したものです．すなわち義務教育を修了した人々がど

のような学力を習得して学校教育を修了したかを調査

したものです．グラフはいずれも学習到達調査 PISA

のデータから作成したものです．このようなデータを

                                                  
1 http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/001/04120101.htm 
2 http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/16/12/04121301.htm 
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読解力における習熟度レベル別の生徒の割合
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解釈するときに重要なのは，どのような視点で情報を読み取るかです．新聞報道などでは世界で何位で

あるかということしか報道されません．それによると数学的リテラシー全体では１位グループです．

「量」領域は２位グループ，｢空間と形｣領域は１位グループ，「変化と関係」領域は１位グループ，そ

して「不確実性」領域では２位グループとなっていて，依然として上位を占めています．読解力では 14

位とかなり低いことが明らかになって話題になっています．しかしもっと気になることは，その成績の

分布と年度にみられる変化の状況です．今回の調査で特に注目されるのはフィンランドと韓国ですが，

それと日本とを比較してみました．数学についてこれらの国と調べてみるとレベル１未満，レベル１，

レベル２などでは日本より低い割合です．すなわち下位の成績の子どもの割合が少ないという点です． 

教育レベルの平均点が問題になるときに，高いレベルの割合を増やすことに力をいれるのか，あるい

は低位の子どもの指導に力をいれて平均値を高めるのかが問題になります．最終的には平均値ですから

どちらに力をいれても順位は上昇します．すなわち学力を向上させるといったときに，上位の子どもだ

けでなく低位の子どもにも力を入れることが大切であるということに気づきます．変動する社会にあっ

ては，その社会からの脱落者を出さないためには下位の子どもに対する配慮がとくに大切です．なかで

も読解力が低いことはその後の学習に大きな支障となることが予想されます．これまでわが国の教育は，

均質な子どもにたいしてとくに格差のない教育が行われてきたと信じられているのですが，その前提が

成り立たなくなっています．な

お，フィンランドではこれから

の社会において算数数学につ

いてはレベル２が最低水準で

あり,読解力についてはレベル

３が最低水準であるとみなしているので，その水準に達し

ている割合を問題にしています3．以上のような視点から

まとめると，１５才までの教育の成功率は上の表のように

なります．これによると日本とフィンランドとの間にはか

なりの教育格差があるといってよいでしょう． 

次に示したのは「数学の勉強にたいする積極性」の変化

の様子ですが，日本では高いレベルの子ども達は積極性が

高まっていますが，低いレベルの子ども達ではむしろ下が

っています．すなわち高位レベルと低位レベルの２極化が

進みつつあります．ところがイギリスでは低位グループの

子ども達が積極性を高めています．イギリスでは学年制を

廃止してレベル制にしましたが，どのようなレベルであっ

ても自分の実力に見合った学習ができるようになってい

るのです．どのレベルの学習をするかは自分で決めること

ができるのです．そのような学習形態は，学年制を存続し

たままでも実現できますから日本でも実施することが可

能です． 

                                                  
3 http://www.minedu.fi/minedu/education/pisa/results2003.html 
 

 数学的リテラシー
レベル２以上 

「量」領域の 
レベル２以上 

読解力の 
レベル３以上

日 本 86.6％ 85.1％ 60.1％ 

フィンランド 93.2％ 93.4％ 79.8％ 

韓 国 90.4％ 90.2％ 76.5％ 
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情報社会は失業と転職が日常化する変動社会

ですが，わが国の自殺者での 10 万人当たりでは

男子の中高年でアメリカの 3倍以上であり,しか

もその理由は生活・経済問題なのです．いまヨ

ーロッパの教育改革で問題になっているのは持

続的雇用可能性(Sustainable employability)を

どのように確保するか，そして 16-24 才で失業

しているか，ホームレス，あるいは不本意な就

職をしている若者達のために接触できるメディ

アは何かと考えたときに携帯電話(mobile 

phone)であるとの結論から，ケータイを利用し

た m-learning の研究プログラム(pan-Europe 

research and development programme)4が推進されているのです．先進国が取り組んでいるのは，この

ように変動社会に適応するためにどの程度の教育水準が求められるのか，そして適応できない人達のた

めにどのように ICT を活用するかということが問題にされています．成績の順位や設備充実率にこだわ

るのは発展途上国の教育政策でしかありません．教育はもっと個人の基本的人権である生活権や雇用問

題に関心をもつべきなのです． 

わが国では習熟度別クラス編成を実施したり，学校教育に競争原理を導入しようとする動きがありま

す．しかし，さまざまな実力の人が混在しても，先輩のしぐさや動作を見てお互いに学ぶということは，

日本古来の稽古事や武道などでの教育方法でした．正統的周辺参加はわが国の伝統的な学びにあった当

たり前のことです．師匠もさまざまなレベルの人に合わせて指導することはごく普通のことと考えられ

ていました．最近の情報通信技術の発達は，学習者が相互にコミュニケーションでき，多人数であって

も学習を自己管理することを可能にしています．このような状況から考えても，これまでの「教育方法

学」の授業で経験してきたように，学習は競争ではなく，自律と協調を基盤として一人ひとりが自分の

能力の限界に挑戦するような学習環境と，お互いに尊敬し合いながら協働するチーム学習を実現する必

要があるでしょう． 

 

 

(この資料は授業「教育方法学」の最終日に学生に配布したものに加筆修正したものです) 

                                                  
4 http://www.m-learning.org/index.shtml 
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